
違
反
と
な
る
ケ
ー
ス
は
農
家
の
自
宅
や

倉
庫
か
ら
農
地
・
農
地
か
ら
農
地

主な記事
・スマ農導入「コスト面」が課題 ２面
・水稲の高温耐性品種作付け拡大 ３面
・技能検定試験問題と正解 ４－５面
・ＫＢＬ バッテリー新商品発売 ７面

長
野
県
の
Ｊ
Ａ
上
伊
那

が
、
法
律
で
定
め
る
資
格

が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

組
合
員
の
要
望
を
受
け
て

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を
運
送

し
、
そ
の
費
用
を
受
け
取

っ
て
い
た
こ
と
が
3
月
27

日
に
発
覚
し
た
。
Ｊ
Ａ
上

伊
那
に
よ
る
と
、
2
0
1

8
年
5
月
か
ら
24
年
9
月

ま
で
の
間
に
、
職
員
が
個

人
と
農
業
法
人
の
27
の
取

引
先
か
ら
、
田
植
機
や
コ

ン
バ
イ
ン
を
運
搬
し
て
欲

し
い
と
頼
ま
れ
、
32
件
分

の
代
金
38
万
円
余
り
を
受

け
取
っ
て
い
た
。

運
送
業
を
許
可
な
く
有

償
で
請
け
負
う
こ
と
は
、

白
ナ
ン
バ
ー
営
業
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
に
違
反
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
白
ナ

ン
バ
ー
と
い
う
と
、
営
業

許
可
を
得
ず
に
自
家
用
車

で
タ
ク
シ
ー
営
業
を
行

う
、
い
わ
ゆ
る
白
タ
ク
が

有
名
だ
が
、
農
機
な
ど
の

貨
物
運
搬
も
、
有
償
で
行

う
場
合
は
状
況
に
よ
っ
て

法
律
違
反
と
な
る
。

Ｊ
Ａ
上
伊
那
は
、
職
員

が
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、

悪
意
に
よ
る
無
許
可
営
業

を
認
識
し
て
い
た
訳
で
は

な
い
と
し
て
お
り
、
受
け

取
っ
た
費
用
を
組
合
員
に

返
す
と
と
も
に
、
関
係
者

に
は
厳
正
な
処
分
を
行
う

と
の
こ
と
。

農
機
修
理
や
整
備
点
検

時
に
「
農
家
の
自
宅
も
し

く
は
農
地
」
と
「
農
機
店

の
整
備
場
」間
を
移
動（
搬

入
・
搬
出
）
す
る
場
合
は

運
送
業
の
対
象
外
と
な
り

法
律
違
反
に
な
ら
な
い

が
、
単
に
「
農
家
の
自
宅

か
ら
農
地
」
ま
た
は
「
農

地
か
ら
農
地
」
へ
有
償
で

運
搬
す
る
場
合
は
、
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
に
該

当
す
る
た
め
、
事
業
者
許

可
が
な
け
れ
ば
違
反
と
な

り
、
処
罰
の
対
象
に
な

る
。今

後
、
農
家
の
高
齢
化

や
農
地
集
積
が
進
み
、
農

機
運
搬
へ
の
要
望
は
増
え

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

現
在
、
運
搬
業
務
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
地
方
陸

運
支
局
に
「
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
」
を
申
請

し
、事
業
者
ナ
ン
バ
ー（
緑

ナ
ン
バ
ー
）
を
取
得
し
て

い
な
い
と
、
取
り
締
ま
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
道
路
運
送
法
に

お
け
る「
人
の
輸
送
」は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
福
祉

の
た
め
に
有
償
輸
送
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
、
す
で

に
構
造
改
革
特
区
と
し
て

同
法
の
対
象
外
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
展
開
さ
れ
て

い
る
。

今
後
は
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
の
分
野
に
お
い
て

も
、
農
村
地
域
を
特
例
と

す
る
農
機
運
搬
向
け
の
規

制
緩
和
に
つ
い
て
、
業
界

と
し
て
省
庁
へ
の
要
望
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

長
野
県
の
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
組
合
員
の
農
機
を
法
的
資
格
が
な
い
ま
ま
有
償
で
運

搬
し
て
い
た
と
、3
月
後
半
に
各
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。修
理
や
整
備
で
は
な
く
、

単
に
農
機
を
農
地
に
運
搬
す
る
ケ
ー
ス
は
全
国
各
地
の
農
機
店
で
も
行
わ
れ
て
い

る
が
、
有
償
で
行
う
場
合
は
事
業
者
許
可
が
必
要
と
な
る
。
高
齢
化
が
進
み
、
農

機
運
搬
の
需
要
は
今
後
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
法
律
が
農
業
現
場
の

現
実
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

農
機
の
運
搬
作
業
有
償
時
は
要
注
意

事
業
者
許
可
な
け
れ
ば
法
律
違
反
の
可
能
性
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厚
生
労
働
省
は
4
月
15

日
、
熱
中
症
対
策
を
罰
則

付
き
で
事
業
者
の
義
務
と

す
る
改
正
省
令
を
公
布
し

た
。
6
月
1
日
に
施
行
さ

れ
る
。
熱
中
症
に
よ
る
死

者
が
絶
え
ず
、
同
省
の
死

亡
事
例
分
析
で
は
発
見
の

遅
れ
、
異
常
時
の
対
応
の

不
備
が
目
立
っ
て
お
り
、

義
務
化
は
初
期
症
状
の
早

期
発
見
や
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
の
対
応
を
企
業
に
促

す
狙
い
が
あ
る
。

義
務
化
の
対
象
は
、
暑

さ
指
数
28
以
上
ま
た
は
気

温
31
度
以
上
の
環
境
下

で
、
連
続
1
時
間
以
上
ま

た
は
1
日
4
時
間
を
超
え

る
作
業
。
事
業
者
が
対
策

を
怠
っ
た
場
合
、
6
カ
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

義
務
化
の
内
容
は
、
①

熱
中
症
の
自
覚
症
状
や
疑

い
の
あ
る
人
が
い
た
場

合
、
報
告
す
る
た
め
の
連

絡
先
や
担
当
者
を
事
業
所

ご
と
に
定
め
る
、
②
作
業

か
ら
の
離
脱
、
身
体
の
冷

却
、
必
要
に
応
じ
た
医
師

の
処
置
や
診
察
な
ど
症
状

の
悪
化
防
止
に
必
要
な
内

容
や
手
順
を
事
業
所
ご
と

に
定
め
る
、
③
対
策
の
内

容
を
労
働
者
に
周
知
す

る
、
の
3
点
が
柱
と
な

る
。た

だ
、
今
回
の
義
務
化

に
関
わ
ら
ず
、
業
務
中
の

熱
中
症
は
労
災
認
定
に
な

り
得
る
。
労
災
補
償
の
対

象
疾
病
の
範
囲
を
定
め
て

い
る
規
定
「
労
働
基
準
法

施
行
規
則
別
表
第
1
の

2
」
に
は
、「
暑
熱
な
場

所
に
お
け
る
業
務
に
よ
る

熱
中
症
」
の
記
載
が
あ
る

の
で
、
現
時
点
で
も
熱
中

症
は
条
件
を
満
た
せ
ば
、

労
災
認
定
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。

ま
た
、
企
業
に
は
安
全

配
慮
義
務
が
あ
る
。
死
亡

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
企
業
に
は
①
刑
事
上

の
責
任
、
②
民
事
上
の
責

任
、
③
行
政
上
の
責
任
、

④
補
償
上
の
責
任
、
⑤
社

会
的
な
責
任
、
の
5
つ
の

責
任
が
生
じ
る
。
こ
の
う

ち
、
刑
事
上
の
責
任
に
お

い
て
は
労
働
安
全
衛
生
法

違
反
が
関
係
す
る
が
、
同

法
に
は
「
企
業
は
元
来
、

従
業
員
に
対
し
て
安
全
配

慮
義
務
が
あ
る
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
措
置
を
怠

る
と
、
安
全
配
慮
義
務
違

反
と
み
な
さ
れ
る
。

実
際
、
あ
る
造
園
会
社

の
従
業
員
が
作
庭
や
剪
定

作
業
中
に
熱
中
症
に
よ
っ

て
意
識
を
失
い
、
搬
送
先

の
病
院
で
死
亡
し
、
会
社

が
損
害
賠
償
を
追
う
こ
と

に
な
っ
た
判
例
が
あ
る
。

死
因
が
熱
中
症
に
よ
る
も

の
と
医
師
が
診
断
し
、
労

災
認
定
さ
れ
た
。
死
亡
し

た
従
業
員
は
事
故
前
に
同

僚
に
対
し
て
気
分
不
良
を

訴
え
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
企
業
や
現
場
管
理
者

は
作
業
中
の
観
察
を
怠

り
、
十
分
な
対
策
を
講
じ

な
か
っ
た
事
実
が
安
全
配

慮
義
務
違
反
と
判
断
さ
れ

た
。
死
亡
し
た
従
業
員
の

遺
族
が
損
害
賠
償
を
起
こ

し
た
た
め
、
会
社
は
責
任

を
追
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
ケ
ー
ス
は
労
働
災

害
の
「
業
務
災
害
」
に
該

当
す
る
が
、
労
働
災
害
に

は
通
勤
中
に
生
じ
る
「
通

勤
災
害
」
も
あ
る
。
台
風

や
大
雪
時
に
出
勤
を
命

じ
、
通
勤
中
に
怪
我
を
し

た
場
合
、
台
風
や
大
雪
と

の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
労
働
災
害
に
な
り

得
る
。

今
回
の
省
令
改
正
は
熱

中
症
対
策
だ
が
、
こ
れ
を

機
に
、
会
社
を
守
る
意
味

で
も
安
全
配
慮
義
務
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

安
全
配
慮
義
務

▽
業
種
別
で
は
畑
作
の
導

入
率
が
高
い

業
種
別
の
導
入
率
を
見

る
と
、
耕
種
で
は
、
畑
作

68
・
7
％
と
稲
作（
北
海
道

55
・
4
％
・
都
府
県
49
・

2
％
）
が
、
畜
産
で
は
、

酪
農（
北
海
道
43
・
8
％
・

都
府
県
43
・
2
％
）
が
高

か
っ
た
。

一
方
、茶（
23
・
7
％
）、

果
樹（
22
・
7
％
）、
き
の

こ
（
20
・
0
％
）
の
導
入

率
は
、
い
ず
れ
も
20
％
台

前
半
に
と
ど
ま
っ
た
。
た

だ
、
茶
は
44
・
3
％
、
果

樹
は
53
・
2
％
、
き
の
こ

は
44
・
3
％
が
「
導
入
し

て
い
な
い
が
、
意
向
は
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
に
期
待

す
る
こ
と

期
待
す
る
こ
と
の
1
位

は
「
農
作
業
の
省
力
化
」

（
83
・
1
％
）
で
、
す
べ

て
の
業
種
で
最
も
高
か
っ

た
。
こ
の
他
、
全
体
で
は

「
品
質
・
収
量
の
向
上
」

（
43
・
6
％
）、「
農
薬
・

肥
料
等
資
材
の
使
用
削

減
」（
40
・
7
％
）と
の
回

答
が
高
か
っ
た
。

ま
た
、
畜
産
で
は
「
生

産
管
理
・
経
営
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
効
率
化
」
が
「
農

作
業
の
省
力
化
」
に
次
い

で
高
か
っ
た
。

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に

際
し
て
の
課
題

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
の

課
題
で
最
も
高
か
っ
た
の

は
、「
初
期
投
資
費
用
が

高
い
」
で
79
・
0
％
。
全

業
種
で
最
多
だ
っ
た
。
次

い
で
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
高
い
」（
34
・
7
％
）、

「
デ
ー
タ
の
活
用
が
難
し

い
」（
17
・
7
％
）の
順
に

高
か
っ
た
。

こ
の
他
、
稲
作
（
都
府

県
）、
露
地
野
菜
、施
設
野

菜
、茶
、果
樹
、
施
設
花
き

で
は
「
圃
場
や
施
設
が
技

術
導
入
に
適
さ
な
い
」
が

他
業
種
と
比
べ
て
高
く
、

茶
、
き
の
こ
、
養
豚
、
採

卵
鶏
で
は
、「
人
材
の
教

育
が
難
し
い
」
が
他
業
種

と
比
べ
て
高
く
な
っ
た
。

政
府
は
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
活
用
拡
大
を
促
進

し
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
面

が
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

◆
全
農
業
経
営
体
を
対
象

と
し
た
調
査
に
よ
る
導
入

率
は
2
割
台
で
推
移
◆

本
調
査
は
担
い
手
農
業

者
を
対
象
と
し
た
も
の
だ

が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

入
状
況
を
把
握
す
る
指
標

に
は
、
全
農
業
経
営
体
を

対
象
に
毎
年
行
っ
て
い
る

農
業
構
造
動
態
調
査
が
あ

る
。
こ
の
調
査
に
よ
る

と
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る

経
営
体
は
、
21
年
20
・
2

％
、
22
年
23
・
3
％
、
23

年
26
・
1
％
、
24
年
27
・

7
％
。
毎
年
増
え
て
は
い

る
が
進
捗
率
は
低
い
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
必
要

性
は
経
営
規
模
な
ど
に
も

よ
る
た
め
、
担
い
手
の
み

を
対
象
と
し
た
調
査
よ
り

導
入
率
が
低
く
な
る
と
は

い
え
、
依
然
と
し
て
2
割

台
で
低
迷
し
て
い
る
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
担
い
手
農
業
者
を
対
象
に
、
今
年
1
月
に
ス
マ
ー
ト
農

業
に
関
す
る
特
別
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
率
は
44
・
9

％
だ
っ
た
。
政
府
は
2
0
2
5
年
ま
で
に
農
業
の
担
い
手
の
ほ
ぼ
全
て
が
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
農
業
を
実
践
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
目
標
に
達
し
な
い

こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。
普
及
が
進
ま
な
い
要
因
に
は
、
導
入
費
用
の
高
さ

な
ど
コ
ス
ト
面
の
問
題
が
あ
る
。

担
い
手
の
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
率
45
％

４
年
で
15
％
増
加
／
初
期

投
資
費
用
の
高
さ
が
課
題

農
林
水
産
省
は
3
月
19

日
、
2
0
2
5
年
産
の
1

月
末
時
点
の
作
付
け
意
向

調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

主
食
用
米
は
19
道
県
が
増

加
意
向
を
示
し
、
作
付
面

積
は
1
2
8
万
2
0
0
0

㌶
で
前
年
か
ら
2
万
3
0

0
0
㌶
増
加
し
た
。
前
年

並
み
は
24
都
府
県
、
減
少

傾
向
は
4
県
。

地
域
別
で
は
、
北
海

道
、
東
北
、
関
東
、
新
潟

県
、
北
陸
の
主
産
地
は
い

ず
れ
も
増
加
傾
向
で
、
西

日
本
は
ほ
と
ん
ど
の
県
が

前
年
並
み
だ
っ
た
。

一
方
、
飼
料
用
米
は
35

道
府
県
が
減
少
傾
向
を
示

し
、
前
年
並
み
11
県
で
増

加
傾
向
は
ゼ
ロ
。
作
付
面

積

は
8
万
5
0
0
0
㌶

で
、
前
年
か
ら
1
万
4
0

0
0
㌶
減
少
し
た
。
減
少

要
因
は
値
上
が
り
し
た
主

食
用
米
と
の
価
格
差
の
ほ

か
、
飼
料
用
米
の
助
成
金

は
24
年
産
か
ら
一
般
品
種

へ
の
助
成
を
減
額
し
、
専

用
品
種
へ
の
転
換
を
促
し

て
お
り
、
こ
の
影

響
が
出
た
可
能
性

も
あ
る
。

25
年
産
米
の
適

正
生
産
量
は
6
8

3
万
ト
ン
だ
が
、

同
省
に
よ
る
と
、

作
況
が
平
年
並
み

だ
っ
た
場
合
、
今

調
査
の
作
付
面
積

の
ま
ま
だ
と
す
る

と
生
産
量
は
6
9

1
万
ト
ン
と
な

り
、
適
正
生
産
量

を
上
回
る
こ
と
に

な
る
。

２５
年
産
作
付
け
意
向

主
食
用
米
１９
道
県
で
増
加
／

飼
料
用
米
３５
道
府
県
で
減
少

２
０
２
５
年
２
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
５
件
《
農
水
省
》

2
月
は
3
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
7
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
死
亡

事
故
の
内
訳
は
、
運
搬
車

の
事
故
が
2
件
、
屋
根
か

ら
の
転
落
事
故
が
1
件
と

な
っ
て
い
る
。

運
搬
車
で
も
ク
レ
ー
ン

機
能
が
付
い
た
機
械
の
操

作
や
そ
の
補
助
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
運
転
な
ど
を

被
雇
用
者
が
行
う
場
合

は
、「
特
別
教
育
」
な
ど

の
受
講
義
務
が
あ
る
。
農

林
水
産
省
は
、
家
族
経
営

で
も
正
し
い
知
識
と
操
作

方
法
を
身
に
着
け
る
た

め
、
労
働
安
全
衛
生
法
令

に
基
づ
く
研
修
を
受
講
す

る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

▽
5
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

農
林
水
産
省
で
は
、

5
月
か
ら
7
月
を
「
熱
中

症
対
策
研
修
実
施
強
化
期

間
」
に
設
定
し
て
い
る
。

特
に
、
近
年
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
前
後
に
か
な

り
気
温
が
上
昇
す
る
こ
と

が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
熱
中
症
で
救
急

搬
送
さ
れ
る
方
が
急
増
す

る
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、

厚
生
労
働
省
は
4
月
中
に

労
働
安
全
衛
生
規
則
を
改

正
し
、
法
人
・
家
族
経
営

問
わ
ず
、
全
事
業
者
に
6

月
1
日
か
ら
罰
則
付
き
で

熱
中
症
対
策
を
義
務
付
け

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（２）令和 7年 4月 1 5 日（火曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 4 5 号



▽
作
付
面
積

初
の
20
万

㌶
超
え
・
主
食
用
米
に
占

め
る
割
合
は
関
東
以
西
で

20
％
超

農
林
水
産
省
は
「
夏
の

記
録
的
高
温
に
係
る
影
響

と
適
応
策
」
に
つ
い
て
、

昨
年
か
ら
各
都
道
府
県
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
同
調
査
に
よ
る

と
、
高
温
耐
性
品
種
は
42

府
県
か
ら
作
付
け
報
告
が

あ
っ
た
。
作
付
面
積
は
23

年
産
か
ら
急
増
し
、
24
年

産
で
初
め
て
20
万
㌶
を
超

え
た
。
作
付
面
積
の
増
加

に
伴
い
、
主
食
用
米
に
占

め
る
作
付
割
合
も
増
え
、

全
国
平
均
は
16
・
2
％
、

関
東
以
西
で
は
20
％
を
超

え
た
。

▽
高
温
耐
性
品
種

各
地

で
ブ
ラ
ン
ド
米
育
成
に
注

力
品
種
別
で
最
も
多
い
の

は
「
き
ぬ
む
す
め
」
で
、

2
万
2
9
8
0
㌶
。
島
根

県
・
岡
山
県
・
鳥
取
県
で

作
付
け
が
多
か
っ
た
。
2

位
は
新
潟
県
育
成
の
「
こ

し
い
ぶ
き
」
1
万
8
4
0

0
㌶
、
3
位
は
山
形
県
育

成
の
「
つ
や
姫
」
1
万
7

9
9
6
㌶
、
4
位
は
栃
木

県
育
成
の
「
と
ち
ぎ
の

星
」
1
万
2
3
4
8
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
5
位
は
千
葉
県

育
成
の
「
ふ
さ
こ
が
ね
」

1
万
1
3
0
0
㌶
。

作
付
面
積
の
増
加
率

は
、最
多
が
青
森
県
の「
は

れ
わ
た
り
」
で
前
年
比
2

8
2
％
の
6
2
0
0
㌶
。

以
降
、
農
研
機
構
育
成
の

「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
同

1
6
4
％
、
富
山
県
育
成

の
「
富
富
富
」
同
1
5
2

％
、
栃
木
県
育
成
の
「
と

ち
ぎ
の
星
」
同
1
4
5

％
。
こ
の
他
、
山
形
県「
雪

若
丸
」、
新
潟
県
「
新
之

助
」、
熊
本
県
「
く
ま
さ

ん
の
輝
き
」
な
ど
、
県
独

自
の
ブ
ラ
ン
ド
が
増
え
て

い
る
。

高
温
耐
性
品
種
の
作
付

面
積
は
、
10
年
に
3
万
7

7
0
0
㌶
・
主
食
用
米
に

占
め
る
割
合
は
2
・
4
％

だ
っ
た
が
、
23
年
に
は
18

万
2
9
3
6
㌶
と
4
・
85

倍
に
、
割
合
は
14
・
7
％

ま
で
増
加
し
た
。
特
に
、

新
潟
県
、
千
葉
県
、
山
形

県
で
増
え
て
い
る
。

▽
効
果
の
あ
っ
た
水
稲
の

適
応
策
の
取
組
（
複
数
回

答
可
）

記
録
的
な
高
温
に
よ
る

水
稲
へ
の
影
響
に
対
す
る

適
応
策
で
は
、
高
温
耐
性

品
種
等
の
導
入
」（
12
府

県
）、「
水
管
理
の
徹
底
」

（
9
県
）、「
施
肥
管
理
の

徹
底
」（
8
県
）
が
多
か

っ
た
（
回
答
者
は
公
表
を

可
と
し
た
26
府
県
）。

▽
23
年
産
と
比
べ
た
取
組

状
況
（
複
数
回
答
可
）

24
年
産
米
の
一
等
米
比

率
が
23
年
産
米
よ
り
も
高

い
（
良
い
）
と
回
答
し
た

18
県
に
、
23
年
産
よ
り
取

り
組
ま
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
取
組
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
水
管
理
の
徹
底
」（
53

％
）、「
高
温
耐
性
品
種
等

の
導
入
・
転
換
」（
43
％
）、

「
施
肥
管
理
の
徹
底
」（
47

％
）
の
3
項
目
が
多
か
っ

た
。一

方
、
低
い
（
悪
い
）

と
回
答
し
た
24
県
で
は
、

23
年
産
よ
り
あ
ま
り
取
り

組
め
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
取
組
と
し
て
、「
水
管

理
の
徹
底
」（
30
％
）、「
適

期
刈
取
の
徹
底
」（
27

％
）、「
高
温
耐
性
品
種
等

の
導
入
・
転
換
」（
20
％
）

の
3
項
目
を
挙
げ
る
声
が

多
か
っ
た
。

2
0
2
4
年
産
水
稲
の
高
温
耐
性
品
種
の
作
付
面
積
が
、
前
年
比
13
％
増
の
20

万
4
4
7
6
㌶
と
な
り
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
こ
と
が
農
林
水
産
省
の
調
査
で
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
高
温
耐
性
品
種
が
主
食
用
米
に
占
め
る
割
合
も
16
％
で
過
去
最

高
と
な
っ
た
。
今
後
も
記
録
的
猛
暑
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
各
地
で
耐

性
米
へ
の
切
り
替
え
や
水
管
理
の
徹
底
な
ど
高
温
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

水稲の高温耐性品種が拡大
各地でブランド米増加

作
付
面
積
・
主
食
用
米
に
占

め
る
割
合
と
も
に
過
去
最
高
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農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
慢
性
的
な
人
手
不
足
か

ら
、
農
林
水
産
省
は
作
業

代
行
や
生
産
性
向
上
支
援

な
ど
有
償
の
農
業
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大
を
推

し
進
め
て
い
る
が
、
同
省

が
昨
年
11
月
に
行
っ
た
調

査
に
よ
る
と
、
同
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
2

1
6
7
事
業
者
の
う
ち
、

4
割
弱
は
地
域
の
慣
例
的

な
料
金
な
ど
に
よ
り
適
正

な
価
格
設
定
が
で
き
ず
、

6
割
近
く
は
人
員
不
足
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

▽
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
収
穫

な
ど
専
門
作
業
受
託
型
が

上
位
を
占
め
る

有
償
の
農
業
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
売
上
は
、
作

物
別
で
は
「
水
田
作
」
が

79
・
9
％
と
群
を
抜
い
て

多
く
、
以
降
、「
畑
作
」

（
7
・
2
％
）、「
酪
農
」

（
5
・
7
％
）
と
続
い

た
。
作
業
別
で
は
、「
収

穫
」（
67
・
8
％
）、「
定

植
（
播
種
、
田
植
え
、
定

植
）」（
53
・
4
％
）、「
耕

う
ん
、
代
か
き
」（
52
・

1
％
）、「
草
刈
り
」（
24
・

5
％
）
と
、
専
門
作
業
受

託
型
が
上
位
を
占
め
た
。

▽
提
供
機
械
の
多
く
は
ス

マ
ー
ト
農
機
以
外

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
機
械
は
「
ト
ラ
ク

タ
」
が
55
・
4
％
と
最
も

多
く
、
以
降
も
、
ス
マ
ー

ト
農
機
で
は
な
い
収
穫
機

（
48
・
7
％
）
・
田
植
機

（
34
・
7
％
）
・
草
刈
機

（
30
・
7
％
）
が
上
位
を

占
め
た
。
ス
マ
ー
ト
農
機

で
は
「
ド
ロ
ー
ン
」（
23
・

9
％
）
が
最
も
多
く
、
自

動
走
行
又
は
直
進
ア
シ
ス

ト
機
能
付
き
の
田
植
機
や

ト
ラ
ク
タ
は
10
％
台
だ
っ

た
。現

在
ス
マ
ー
ト
農
機
を

提
供
し
て
い
る
9
7
6
事

業
者
の
う
ち
、
今
後
ス
マ

ー
ト
農
機
を
「
増
や
す
意

向
が
あ
る
」
は
53
・
4

％
。
提
供
し
た
い
ス
マ
ー

ト
農
機
は
「
ド
ロ
ー
ン
」

（
53
・
2
％
）、「
自
動
走

行
又
は
直
線
ア
シ
ス
ト
機

能
付
き
ト
ラ
ク
タ
」（
40
・

0
％
）、「
自
動
走
行
又
は

直
線
ア
シ
ス
ト
機
能
付
き

田
植
機
」（
33
・
6
％
）、

「
リ
モ
コ
ン
又
は
自
動
草

刈
機
」（
28
・
4
％
）、「
自

動
走
行
又
は
直
進
ア
シ
ス

ト
機
能
付
き
収
穫
機
」

（
24
・
2
％
）
だ
っ
た
。

一
方
、
現
在
ス
マ
ー
ト

農
機
の
提
供
を
行
っ
て
い

な
い
1
1
9
1
事
業
者
で

は
、「
今
後
も
提
供
す
る

意
向
は
な
い
」
が
64
・
2

％
、
提
供
意
向
あ
り
は
3

割
未
満
だ
っ
た
。
提
供
意

向
が
な
い
理
由
に
は
、「
価

格
が
高
い
」（
49
・
2

％
）、「
必
要
性
を
感
じ
な

い
」（
41
・
9
％
）、「
現

在
の
サ
ー
ビ
ス
で
十
分
な

効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
」

（
29
・
2
％
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

▽
価
格
設
定
に
つ
い
て

単
価
は
、
収
穫
で
は

「
2
万
円
以
上
」（
32
・

9
％
）、
定
植
で
は
「
6

0
0
0
円
〜
8
0
0
0

円
」（
22
・
5
％
）、
耕
う

ん
・
代
か
き
で
は
「
4
0

0
0
円
〜
6
0
0
0
円
」

（
22
・
8
％
）、
草
刈
り

で
は
「
2
0
0
0
円
未

満
」（
34
・
5
％
）、
ド
ロ

ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
・

施
肥
で
は
「
2
0
0
0
円

〜
4
0
0
0
円
」（
46
・

4
％
）、
ド
ロ
ー
ン
以
外

の
農
薬
散
布
・
施
肥
で
は

「
2
0
0
0
円
未
満
」

（
38
・
0
％
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
最
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
単
価
は
「
10
㌃

当
た
り
」
を
基
準
に
す
る

事
業
者
が
大
半
で
、
具
体

的
な
単
価
設
定
に
つ
い
て

は
「
地
域
の
慣
例
的
な
料

金
」
を
参
考
に
す
る
割
合

が
71
・
8
％
だ
っ
た
。

▽
4
割
弱
は
適
正
価
格
を

設
定
で
き
ず
／
経
営
全
体

に
占
め
る
売
上
割
合
は
半

数
以
上
が
「
25
％
未
満
」

適
正
な
価
格
設
定
が

「
で
き
て
い
る
」
と
の
回

答
が
61
・
1
％
あ
る
一

方
、「
で
き
て
い
な
い
」

が
35
・
7
％
あ
っ
た
。
で

き
て
い
な
い
理
由
は
、「
地

域
の
慣
例
的
な
価
格
以
上

に
し
に
く
い
」（
62
・
8

％
）、「
農
業
者
か
ら
理
解

を
得
ら
れ
な
い
」（
43
・

8
％
）
な
ど
。

ま
た
、
経
営
全
体
に
占

め
る
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス

売
上
の
割
合
は
、「
25
％

未
満
」
が
56
・
0
％
だ
っ

た
。

▽
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

上
で
の
課
題

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
課
題

に
は
、「
人
員
不
足
」（
55
・

9
％
）、「
機
器
導
入
の
資

金
確
保
」（
40
・
0
％
）「
年

間
を
通
じ
た
業
務
量
の
平

準
化
」（
37
・
9
％
）
を

挙
げ
る
声
が
多
か
っ
た
。

価
格
設
定

と

人
員
不
足
が
課
題

有
償
の
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
調
査
農
水
省
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